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・ 赤い羽根寄付つき自販機が設置
・ つながり、気にかけ、支え合う地域をめざして

注目記事

　

市
社
協
で
は
、
教
育

関
係
者
、
地
域
福
祉
関

係
者
等
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
昨
年
度
、
福

祉
教
育
研
究
会
を
設
置

し
、
福
祉
教
育
副
読
本

「
と
も
に
生
き
る
」
の

改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
、
対
象
学
年
に

配
付
し
学
校
で
の
福
祉

教
育
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

互
い
を
認
め
合
い
、

困
っ
た
と
き
に
は
相
談

が
で
き
る
、
つ
な
が
り

の
あ
る
地
域
で
、
み
ん

な
で
共
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
学
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
皆
様
へ

・
困
っ
た
と
き
に「
助
け
て
ほ

し
い
」「
助
け
て
あ
げ
た
い
」

が
言
え
る
地
域
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

・
福
祉
教
育
で
は
、人
と
の
つ

な
が
り
や
体
験
の
場
は
大
切

で
す
。 

地
域
の
皆
様
の
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。

●
先
生
方
へ

・
ふ
く
し
共
育
は
す
べ
て
の

人
が「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の

し
あ
わ
せ
」を
実
現
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

・
ぜ
ひ
、「
と
も
に
生
き
る
」を

使
っ
て
、 

福
祉
と
は
何
か
を

子
ど
も
た
ち
と
学
ん
で
く
だ

さ
い
。

ふくし共育で伝えたい！ “互いを認め合う”を子どもたちとともに
ふくし共育で伝えたい！ “互いを認め合う”を子どもたちとともに

子どもたちは地域の宝です。
地域でつながっていきたい。

「いろんな人がいていいんだよ。」と
いう多様性の大切さを伝えたい。

ぜひ、手に取って読んで
みてください。

困ったことがあったら、「相談し
ていいんだよ」と伝えたい。

福祉教育副読本「ともに生きる」第7回改訂版完成

子どもたちのために！～熱心な話し合い～

おおたわらおおたわら



（2）

安心生活見守り事業　
住み慣れた地域で安心して暮らせるために、地域ぐるみ
の見守り活動と地域のつながりづくり

生活支援体制整備事業
　　　 （ささえ愛　おおたわら　助け合い事業）
 地域の実情に合わせた話し合いと活動の推進

地域福祉活動計画の推進
⑴第３次地域福祉活動計画推進事業（推進委員会開催）
⑵第4次地域福祉活動計画策定事業（住民座談会開催）

１

2

3

小地域福祉活動
⑴小地域福祉活動計画の推進（推進状況確認）
⑵福祉委員（小地域福祉ネットワーク）活動推進事業　
　（ささえあいカルテの作成）
⑶地区社会福祉協議会活動支援事業

ボランティア活動の推進
⑴ボランティアセンター事業（中高生が考える福祉のま
　ちづくり講座）
⑵災害にも強い地域づくり事業の推進（災害ボランティ
　ア講座）

福祉教育（ふくし共育）推進事業
⑴福祉教育（ふくし共育）推進事業
　（福祉教育副読本「ともに生きる」第7回改訂、編集）
⑵広報充実事業
⑶社会福祉士養成課程実習生の受け入れ（大学生の実習）

4

5

6

１

2

3

１

2

3

１

2

福祉サービスを利用しやすくする
ための支援事業

介護保険サービス
⑴訪問介護事業（699人）
⑵受託訪問介護事業の推進（0件）

障害福祉サービス事業
⑴障害福祉サービス事業（274人）

その他のサービス
⑴日常生活用具貸与（車いす 125件）
⑵リフト付き自動車貸出事業（89回）
⑶軽トラック貸出事業（5回）
⑷福祉サービス適正化事業（苦情対応）
⑸大田原市介護支援ボランティアポイント制度
　

福祉のまちづくり市民参加運営
⑴理事会・評議員会の開催
⑵社会福祉協議会会員加入促進
社会福祉法人連絡会
⑴設備、備品の貸出
⑵地域出前講座講師派遣
⑶ふくし総合相談
⑷広報活動
基金・寄付事業
⑴善意銀行運営事業

４

⑵大田原市社会福祉協議会寄付
⑶地域福祉基金造成事業
⑷赤い羽根共同募金事業
その他
⑴社会福祉協議会経営理念

総合相談事業の実施
⑴生活困窮者自立支援事業（新規相談 109件）
⑵心配ごと相談事業（相談 12件）
⑶福祉金庫貸付事業（新規貸付 45件） 
⑷生活福祉資金貸付事業（新規貸付 0件）

日常生活自立支援事業（あすてらす）
⑴日常生活自立支援事業（利用者 75件）

安心生活見守り事業推進会議 災害ボランティア講座

訪問介護事業自立相談係の事業写真

高齢者への食事サービス

利用者 1,344名　見守り 79,245件
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決算額

支出の部
科　　目

◎法人全体収支計算

収入の部
科　　目 決算額

（単位：円）

＜資産の部＞

（単位：円）

＜負債の部＞

＜純資産の部＞

法人運営事業

地域福祉推進事業

ボランティア振興事業

総合相談事業

生活福祉資金貸付事業

日常生活自立支援事業

共同募金配分事業

地域福祉基金運営事業

福祉金庫貸付事業

善意銀行

②介護保険事業支出計

①地域福祉事業支出計

③障害福祉サービス事業支出計

当期末支払資金残高（次年度繰越） A－B

186,485,288

38,259,037

122,246,983

151,100

483,000

2,381,277

9,273,000

6,825,471

5,764,380

847,000

254,040

16,070,856

12,895,713

215,451,857

 

5,247,483 

 ①事業活動収入

　　  会費収入

　　  寄附金収入

　　  経常経費補助金収入

　　  受託金収入

　　  貸付事業収入

　　  事業収入

　　  負担金収入

　　  介護保険事業収入

　　  障害福祉サービス等事業収入

　　  受取利息配当金収入

　　  その他の収入

 ②施設整備等収入

 ③その他の活動収入

　　  基金積立資産取崩収入

　　  積立資産取崩収入

　　  その他の活動による収入

 ④前期末支払資金残高（前年度繰越）

202,274,682

8,911,140

1,189,265

97,444,992

57,236,145

701,000

1,169,752

25,327

15,955,335

12,895,713

644,653

6,101,360 

0

15,363,058

5,000,058

346,000

10,017,000

3,061,600

220,699,340 

流動資産

固定資産

基本財産

その他の固定資産

33,491,546

271,165,311

3,010,161

268,155,150

304,656,857資産の部合計（Ａ）

流動負債

固定負債

35,430,823

113,707,150

149,137,973①負債の部合計

基本金

基金

地域福祉基金

（うち当期活動増減差額）

国庫補助金等特別積立金

その他の積立金

次期繰越活動増減差額

3,010,161

177,472,799

177,472,799

1,521,122

14,392,085

-40,877,283

5,031,400

155,518,884②純資産の部合計

負債及び純資産の部合計 ①＋② 304,656,857
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令和５年度 大田原市社会福祉協議会 事業計画令和５年度 大田原市社会福祉協議会 事業計画

重点事業

◯地域福祉活動計画の策定・推進
○地区社会福祉協議会の支援
◯生活困窮者自立支援事業の充実
○介護事業及び障害福祉サービス事業のサービス向上

Ⅰ 地域福祉の推進・発展のための人づくり、生きがいのある地域づくり事業

１.

２.

３.
４.
５.
６.
７.

１.　
２.
３.

Ⅱ 福祉サービスを利用しやすくするための支援事業

Ⅲ 在宅福祉サービス実施事業～民間事業者の参入しにくい地域への展開～

１.
２.
３.

Ⅳ 法人の基盤強化事業

１.　
２.
３.
４.

今年度の社協は
ここがポイント！

地域福祉活動計画の推進[第3次地域福祉計画・地域福祉活動計画推進事業、第4次地域福祉計画・地域福祉
活動計画策定]
小地域福祉活動の推進[地区社会福祉協議会活動支援事業、福祉委員（小地域福祉活動ネットワーク）活動
推進事業] 
生活支援体制整備事業（愛称：ささえ愛おおたわら助け合い事業）［安心生活見守り事業］
ボランティア活動の振興[ボランティアセンター推進事業、災害にも強い地域づくり推進事業]
福祉教育（ふくし共育）推進事業[広報充実事業、社会福祉士養成課程等実習生受入]
社会福祉法人の地域貢献活動支援［社会福祉法人連絡会活動支援］
福祉活動顕彰事業［大田原市社会福祉協議会会長表彰］

総合相談事業[心配ごと相談事業、福祉金庫貸付事業、生活福祉資金貸付事業]　
生活困窮者自立支援事業
日常生活自立支援事業（あすてらすおおたわら）[法人後見事業実施に向けた取組み]

介護保険サービス事業［訪問介護事業]　
障害福祉サービス事業
その他のサービス[日常生活用具貸与事業、リフト付き自動車貸出事業、軽トラック貸出事業、福祉サービス
適正化事業]

福祉のまちづくり市民参加運営事業[理事会・評議員会の開催、会員加入の促進]　
基金・寄付事業[善意銀行運営事業、地域福祉基金の造成事業]
栃木県共同募金会大田原市支会[赤い羽根共同募金事業]　
その他[佐良土多目的交流センターの管理、印刷機利用サービス事業]



　令和５年３月１日から令和５年５月３１日までに、社会福祉のためにお寄せいただいた寄付の報告です。
皆様の温かい善意に心より感謝申し上げます。

♥ ライオンズクラブ４ Ｒ ２ Ｚ・ＺＣ 様
♥ R4 年度なでしこ幼稚園卒園児保護者一同 様

♥ 大田原生活学校 様
♥ 大田原市建設業協同組合 様
♥ 大田原市グラウンド・ゴルフ協会 様
♥ 連合栃木那須地域協議会 様
♥ 匿名 様
♥ 匿名 様

大田原市社会福祉協議会寄付
・・・ 20，000円

・・・・ 2，764円
・・・・・・・・・・・・・・・・ 20，000円

・・・・・・ 20，000円
60，800円

・・・・・・ 15，000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1，000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10，000円

♥ 大田原ライオンズクラブ 様

♥ ㈱広築 様

♥ ㈱エヅリン 様

♥ 連合栃木那須地域協議会 様

大田原市善意銀行寄付
・・・・・マスク3,000枚

・・・・・・・・・・・・・・・・ タオル70本、水48本

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 液晶テレビ1台

・・・・ タオル100本

♥ 関東西濃運輸労働組合大田原分会 様

♥ 三水会 様

大田原市地域福祉基金寄付

・・・・・100,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42,240円

（単位：円）
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寄付報告

予算額
支出の部

科　　目
収入の部

科　　目 予算額

法人運営事業

地域福祉推進事業

ボランティア振興事業

総合相談事業

生活福祉資金貸付事業

日常生活自立支援事業

共同募金配分事業

地域福祉基金運営事業

福祉金庫貸付事業

善意銀行

②介護保険事業支出計

①地域福祉事業支出計

③障害福祉サービス事業支出計

177,514,000

22,045,000

118,345,000

151,000

480,000

10,705,000

9,413,000

6,708,000

8,492,000

921,000

254,000

15,476,000

12,790,000

205,780,000

0

 

 ①事業活動収入

　　  会費収入

　　  寄附金収入

　　  経常経費補助金収入

　　  受託金収入

　　  貸付事業収入

　　  事業収入

　　  介護保険事業収入

　　  障害福祉サービス等事業収入

　　  受取利息配当金収入

　　  その他の収入

 ②施設整備等収入

 ③その他の活動収入

　　  基金積立資産取崩収入

　　  積立資産取崩収入

197,749,000 

8,820,000 

839,000 

106,004,000

51,021,000

920,000

1,154,000

15,438,000

12,790,000 

637,000 

126,000

0

8,031,000 

7,828,000 

203,000

205,780,000 

大田原ライオンズクラブ 様ライオンズクラブ４ Ｒ ２ Ｚ・ＺＣ 様 関東西濃運輸労働組合大田原分会 様

大田原市建設業協同組合 様大田原市グラウンド・ゴルフ協会 様 連合栃木那須地域協議会 様



理 事

監 事

：相馬　憲一　　　　君島　孝明

　平久江　德昭　　  青龍寺　弘範　　

　滝田　一郎　　　　磯　信一

　長　登久子　　　　藤田　一喜

　植木　重治　　　  小西　久美子

　福原　健治　　　  益子　敦子

：伊藤　三良　　　  山下部　恵美子

外部委員

監 事
事 務 局

：鴇巣　隆美　　谷田　雅洋
　郡司　彰
：伊藤　三良　　山下部　恵美子
：櫻岡　賢治　　齋藤　一美
　藤田　昌子

齋藤　博敏

中村　孝

阿久津　年男

國井　香子

湯本　友子

西海　武雄

橋本　仁

福島　二三男

佐藤　幸雄

越井　二郎

稲村　隆夫

広瀬　貞子

山木　つる

車田　宏之

伊藤　清幸

前田　則隆

和久　千夏子

三輪　律子

（任期：令和７年度定時評議員会まで） 評議員（任期：令和７年度定時評議員会まで） 役　員

（任期：令和７年度定時評議員会まで） 

評議員選任 ・ 解任委員

　

初
め
て
の
経
験
で
未
熟
な
部
分
も
多

い
で
す
が
、地
域
の
力
、つ
な
が
り
の
力

を
活
か
し
、地
区
担
当
主
任
と
し
て
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

主
任　

青
木　

鉱
子

金
田
地
区
お
も
い
や
り
隊

　

地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
、安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

主
任　

鈴
木　

昭
宏

黒
羽
見
守
り
助
け
合
い
隊

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
地
域
の
皆
様
が
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、そ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

齋
藤　

麗
佳

事
業
係 

嘱
託
職
員
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地域の声をとどけてくださる役員の皆様です！地域の声をとどけてくださる役員の皆様です！

新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま
す
!!

新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま
す
!!

大田原市社会福祉協議会役員・委員のご紹介 （順不同・敬称略）







人 見　英 一
小 林　千 代
吉　田　久美子
渡　辺　千代子
吉 成　和 代
篠　﨑　洋 子
本 田　慶 子
鈴　木　和 江
後　藤　ヒロ子
藤 田　弘 子
新 垣　　　稔
北 条　一 久
坂ノ上　君　雄
中　澤　あつ子
柴 田　　　諭
三 好　景 子
森　本　多美子
小 口　美 保
益 子　悦 子
道 下　勝 美
佐 藤　　　隆
松 本　裕 也
丸　山　紀代子
栗 林　悦 子
櫻 岡　正 幸
中 島　寛 史
尾　﨑　道 子
藤　田　カツノ
阿 美　好 子
斎 藤　哲 夫
大 槻　睦 美
増 田　道 子
池 田　敏 夫
雫　　　正　行
加 藤　増 枝
前　田　たつえ
斎 藤　達 朗
平　山　美智子
渥 美　文 枝
茂 田　芳 昭
千 葉　公 枝
角　田　純　一
手　塚　定　雄

大久保町

寺 　 町

上 　 町

荒 　 町

仲 　 町

下 　 町

大 　 手

清 水 町

元 　 町

七 軒 町

旭 　 町

新 屋 敷

新 　 道

川下刈切平林

小 　 泉

富士見ハイツ

富 士 見

富士山下

若 　 草

若 　 葉

大 和 久

富士見ﾆｭｰﾀｳﾝ

新富ﾆｭｰﾀｳﾝ

富士見中央

川下刈切

若草ﾆｭｰﾀｳﾝ

浅 　 野

神 明 町

西 　 原

原 　 町

赤 堀 西

赤 堀 東

加 治 屋

実取団地

栄 　 町

深 　 川

成 田 町

沼 の 袋

紫 　 塚

経 　 塚

紫塚ﾆｭｰﾀｳﾝ

中 田 原

中 田 原

中 田 原

河 　 原

上 深 田

町 　 島

荒 　 井

岡

今 　 泉

戸 野 内

富 　 池

市 野 沢

練 　 貫

羽 　 田

乙 連 沢

小 　 滝

練貫ﾆｭｰﾀｳﾝ

小 滝 苑

明 　 宿

荒 屋 敷

北 金 丸

南 金 丸

南金丸南部

上 奥 沢

奥 　 沢

鹿 　 畑

倉 　 骨

赤瀬北大和久

親 園北区

親園南区

実 　 取

滝 　 沢

滝 　 岡

花 　 園

宇 田 川

荻 野 目

宇田川ﾆｭｰﾀｳﾝ

五 本 木

上 石 上

下 石 上

野 　 崎

野崎東町

上 薄 葉

薄葉団地

薄葉第２団地

北 　 滝

片 　 田

亀 　 久

矢 　 倉

築 　 地

奥 　 沢

上 　 町

下 町１区

下 町２区

大 豆 田

余 　 瀬

蜂 　 巣

篠 　 原

桧 木 沢

桧木沢ｻｲﾌﾟﾚｽ

寒 井 南 部

寒井本郷

寒井北部

中野内上

中野内下

河 原 上

河 原 下

両 　 郷

寺 　 宿

木 佐 美

大 久 保

久 野 又

大 輪 上

大 輪 下

川 　 田

須佐木上

須佐木中

須佐木下

須賀川上

須賀川中

須賀川下

雲 岩 寺

露 久 保

川 　 上

南 方１区

南 方２区

中 薄 葉

平 沢

薄葉第３団地

野崎ニュータウン

岩 井 町

桜 　 町

上 　 町

仲 　 町

下 　 町

荒 　 町

新 　 町

松 　 原

大 　 沢

平 　 山

佐久山南部

藤 　 沢

琵 琶 池

大 　 神

大神南部

福 　 原

福原南部

狭 　 原

小 船 渡

湯津上(上)

湯津上(下)

佐 良 土東

佐良土南

佐良土西

蛭 　 畑

蛭 　 田

品 　 川

新 　 宿

片 府 田

中 の 原

黒羽田町

前 田２区

前 田２区

前 田３区

堀 之 内

北 　 区

南 区 東

南 区 西

八 　 塩

徳 原　弘 美
小 松　英 昭
磯　　定 雄
君 嶋　久 夫
丹　野　ますみ
鈴 木　典 告
秋 元　貴 寿
人 見　憲 司
相 馬　友 彦
渡 辺　　勉
後 藤　典 子
松 本　　清
石 田　　清
大　野　はつえ
渡 邉　　晃
大 野　勝 巳
五十嵐　孝　夫
齋 藤　博 敏
菊 池　修 一
森 本　武 夫
藤 田　久 子
熊 田　菊 枝
横 山　徹 紀
福　田　美江子
櫻 岡　由 華
桜 岡　増 実
髙 瀨　朋 子
小 沼　儀 市
森 　 薫
髙 橋　洋 子
東 畑    　薫
手 塚　正 男
槐　徳 治 郎
伴　　隆 夫
山 根　一 宏
永 元　良 一
唐 橋　宗 光
荻 原　智 光
郷野目　敦　子
内 田　哲 夫
中 澤　孝 子
田　村　美代子
斎 藤　　明

若目田　貞　子
渡 邉　敏 秋
三　谷　ふさ子
松　本　佳那江
藤 岡　伸 予
武 藤　福 男
前 田　文 久
笹　沼　松之助
岩 間　　　孝
槇　　秀 子
清　水　美保子
滝 田　法 幸
山 口　賢 市
宮 本　正 行
柴 田　博 美
金 澤　　　正
田 口　浩 一
伊 藤　和 昭
石　﨑　節 子
飯 嶋　敏 彦
中 野　誠 一
千 嶋　正 信
木 村　　　智
飯 塚　和 也
花 塚　　　仁
小 林　松 男
増　渕　キヨ子
塩 崎　幸 子
溜　口　八重子
古 森　米 子
手 賀　道 春
小　林　美智子
野 中　利 江
鈴 木　愛 子
伊 藤　三 男
吉　田　恵美子
菊 池　圭 子
土 金　一 枝
髙 梨　友 子
新 江　政 二
大 山　久 子
井 上　圭 子
和　地　フサ子

佐 藤　芳 子
斎 藤　雅 之
菊 池　悦 子
永 山　典 子
室 井　秀 子
黒 田　友 子
渡 邊　伸 子
鈴 木　育 子
米　澤　くに子
髙 尾　　　朗
松　本　摩里子
黒 田　信 子
腰 塚　幸 子
朝 野　直 子
上 木　幸 子
田 代　文 枝
臼　井　みさお
大 野　富 子
大 森　知 子
本 多　勝 美
佐　川　美枝子
井 上　眞 弓
平 井　久 子
大　森　いつみ
益　子　美代子
福 住　礼 子
益 子　久 子
井 上　洋 子
中　村　美智子
益 子　優 子
菊 地　文 子
益 子　利 夫
佐 藤　久 枝
吉 成　明 美
菊 池　尚 美
鈴 木　明 美
大 塚　恵 子
益　子　奈津子
菊 地　邦 子
三　森　美智子
鈴 木　洋 子
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令和５年度 福祉委員紹介（任期／令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

自治会名地区

東　
　

部

西　
　

部

紫　
　

塚

金
田

福祉委員名 自治会名地区

金　
　

田

親　
　

園

野　
　

崎

福祉委員名 自治会名地区

野　

 

崎

佐　

久　

山

湯　

津　

上

黒　
　

羽

福祉委員名 自治会名地区

川　
　

西

黒　

羽

両　
　

郷

須　

賀　

川

福祉委員名
(敬称略)

　

畑
で
ち
ょ
っ
と
井
戸
端
会
議
。

こ
の
地
区
で
は
、自
然
な
井
戸
端
会

議
が
あ
っ
ち
で
も
こ
っ
ち
で
も
♪

　

野
菜
の
出
来
具
合
い
を
話
し
な

が
ら
、情
報
交
換
、お
互
い
の
安
否

確
認
が
自
然
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
作
り
は
体
力
勝
負
！
介
護
予

防
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
高
い
こ
の
地
域
は
、

お
互
い
に
気
に
か
け
合
い
、お
互
い

で
き
る
こ
と
を
協
力
し
合
っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。

未
来
へつ
な
ぐ
さ
さ
え
あ
いの
紹
介

未
来
へつ
な
ぐ
さ
さ
え
あ
いの
紹
介

男
の
居
場
所
は…

畑
で
す

須佐木上自治会ささえあいカルテより

豆たくさんなったら持ってきな！



集まれ！地元の若者たち 「
地
域
は
人
の
つ
な
が
り
で 

　
　
　

で
き
て
い
る
」を
学
ぼ
う 

in 

川
西
地
区

地
域
か
ら
学
ぶ
！ 

ふ
く
し
共
育
〜
蛭
田
小
学
校
〜
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大田原市 地域福祉計画・地域福祉活動計画

みんながしあわせに暮らせる地域を目指して

　大田原市では、「おたがいをおもいやりたのしくわらってくらせるまち大田原」を基本理念に、第
３次大田原市地域福祉計画・地域福祉活動計画（令和元年度～令和５年度）を推進しています。

本年度は計画の最終年度であるため、第３次計画推進委員会から、第４次大田原市地域福祉計

画・地域福祉活動計画（令和６年度～令和１０年度）への提言を行います。提言を受けた第４次

計画の策定委員会では、前計画の想いに加え、近年の複雑化、多様化している地域課題への対

応を踏まえた計画作成に取り組んでいきます。

住民懇談会での意見交換 策定委員会

想いをバトンタッチ

　

栃
木
県
主
催
「
つ
な
ぎ
ま
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
川
西
地
区
見
守
り
隊
が

協
力
し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
高
校
生
や
大
学
生
が
川

西
地
区
の
居
場
所
を
訪
問
し
、
地
域
の

方
と
交
流
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
知
り
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
に
初
回
を
迎
え
、
5
月
〜
8
月

に
か
け
て
、
若
者
が
川
西
地
区
の
居
場

所
に
遊
び
に
行
く
、
地
域
の
方
の
話
を

聞
き
に
行
く
関
係
を
つ
く
り
、
地
域
は

人
の
つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る
こ
と
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

去
る
６
月
６
日
、
蛭
田
小
学
校
４
年
生
11
名

が
、
湯
津
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
天
沼
明

美
さ
ん
か
ら
「
ゆ
う
あ
い
弁
当
（
食
事
サ
ー
ビ

ス
）
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
お
話

を
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
松
江
眞
理
子
さ
ん

か
ら
地
域
活
動
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

福
祉
は
身
の
回
り
に
あ
り
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
の
交
流
を
通
じ
て
、
地
域
に
住
む
方
々
が

お
互
い
に
認
め
合
い
、
助
け
合
い
、
つ
な
が
る

こ
と
が
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

地域の声を活かしていきます。

楽しいおしゃべりの時間
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お体が不自由な方でも気軽に参加できる
グラウンド・ゴルフ「あおそら会」
お体が不自由な方でも気軽に参加できる
グラウンド・ゴルフ「あおそら会」

●仕事のこと
　仕事が決まらない、仕事が続かない
●健康のこと
　心の病気で働けない、入院費用の支払いが不安
●家計のこと
　家計のやりくりが苦手
　家賃、公共料金を滞納している
　食べるものがない

事　例
　50代女性のAさんは、一般企業で働いていました
が、職場に馴染めず、休職を繰り返していました。
　市社協ではお話を伺う中で受診を勧め、発達障害
であることがわかりました。障害者相談支援センター
や就労支援事業所と連携し、無理なく仕事を続け、地
域で本人らしく生活をしていけるよう支援を継続し
ています。
　自身の特性を理解できたことで、Aさんは人間関
係が楽になったそうです。

　軽度の認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい
者に対し、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管
理などの援助を行うことにより、在宅での自立した生
活を送ることを支援するものです。
　市社協に配置された専門員が利用者の各種相談に
応じるとともに、利用者ごとに適切な援助内容を定め、
生活支援員が利用者ごとに直接援助を行います。

支援サービスの内容

☎ 0287-23-7375問合せ先

・福祉サービスの利用援助
・日常的金銭管理サービス
・書類等預かりサービス

保管できる書類

１　年金証書　　　２　貯金通帳
３　権利証　　　　４　契約書類
５　保険証　　　　６　実印・銀行印

生活・仕事・お金のことなど、
お困りごとをご相談ください。

生活困窮者自立支援事業 相談窓口

　あおぞら会は、病気やけがなどで不自由があり、地
域活動に参加できなかった方々が気軽に参加できる
グラウンド・ゴルフの会です。住民ボランティアや関
係団体のサポートなど多くの方がかかわっていて、フ
レイル（虚弱）や社会的孤立の予防、生きがいづくりに
なるよう活動しています。

お体が不自由な方でも気軽に参加できる
グラウンド・ゴルフ「あおぞら会」

相談例

令和４年度地域で輝く福祉のチカラ大賞
特別賞受賞（栃木県主催）

実施日：毎月第４木曜日　午前10：30～（変更有）
参加費：１回　100円（保険料等）
問合せ：中央地域包括支援センター　
電話：20-1001

楽しいよ！

※預かることができないもの
　宝石、書画、骨董品、貴重品、小切手など

※民生委員児童委員が相談に応じます。秘密は守られます。心配ごと相談

ボランティア相談
「ボランティア活動したい」「ボランティア活動して欲しい」などの相談に
  市社協職員が応じます。

● 月曜日～金曜日　午前９時～午後５時 （祝祭日、年末年始除く）
● 場　所 ： 市社協本所(地域福祉係)
※人権相談・行政相談については、市広報紙・「大田原市ホームページ」
 （https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/）をご覧ください。 

時　間

開催日

会　場

電　話

地　区 大田原

７月７日

７月２８日

８月２５日

９月１５日

１０月６日

７月１４日

８月４日

９月１日

９月２２日

９月２１日

１０月１９日
１０月１３日

９時～１２時

２３－１１３０

１３時～１６時 ９時～１２時

市役所A別館１階 
（市社協  本所  相談室）

佐良土多目的
交流センター

市社協
黒羽支所

９８－３７１５ ５４－１８４９

１０月４日

７月２１日 ７月５日 ７月２０日

８月１８日 ８月２日 ８月１７日

９月８日 ９月６日

９月２９日

１０月２０日

湯津上 黒　羽
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